
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

主催：やまがたゆきみらい推進機構、山形県村山総合支庁 

共催：村山地域エネルギー戦略推進協議会 

雪は夏場まで保存することで、農産物の冷蔵や、居室などの冷房

に利用できます。 

（例：雪氷熱・省エネ・ＣＯ2 排出削減・・・） 

北海道の先進的な事例や、きのこ栽培施設や養鶏施設等への雪冷

房導入への試みとその課題に向けた県内の事例を紹介します。 

【講 演】『道路排雪で集積された雪山の雪氷エネルギー活用』 

      ～ 「沼田式雪山センター構想」の事例報告 ～ 

北海道沼田町 農業振興課 伊藤 勲 氏 

裏面の参加申込書にご記入のうえ、事務局あてに送付願います。お申込みはお早めに！ 
（申込み締切：７月 2 日（月））  

やまがたゆきみらい推進機構事務局 

〒995-0024 山形県村山市楯岡笛田四丁目５－１ 県村山総合支庁総務企画部北村山総務課 

 雪プロジェクト推進班 渋谷、鈴木、佐々木【電話】0237-47-8614【FAX】0237-55-5236 

（村山市楯岡笛田 4-5-1） 

 

【事例発表】 
◆「キノコ栽培施設への地域エネルギーの導入」（舟形町） 

(有)舟形ﾏｯｼｭﾙｰﾑ代表取締役 長沢 光芳 氏 

◆「商業施設における雪利用冷房の導入の可能性と課題」（米沢市）

(有)伊東空間研究所代表取締役 伊東 俊二 氏 

【情報提供】 
◆「県のエネルギー戦略について」 

山形県環境エネルギー部エネルギー政策推進課



 
 
 
 

 

村山総合支庁北村山総務課 雪プロジェクト推進班 宛 

ＦＡＸ：０２３７－５５－５２３６ 

 

事前に参加申し込みをお願いします。締切りは平成 24 年 7 月 2 日（月）です。 

 

所 属 役 職 氏   名 備考 

   

 

 

 

  

 

   

 

   

 

     

《 案 内 図 》 
 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 2４年度 第 2 回やまがたゆきみらいシンポジウム（H2４. 7／９ 開催） 

テーマ：雪国の資源を生かす雪氷熱エネルギーの利用 

参加申込書 


